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知的障害者の自立を目
指す｢おにしか更仕薗｣(大沢邦昭園長､園生八十△が'小平町鬼鹿に開設したのはl九八四

菜薪使わないと｣　｢センターの玄関は引き戸にしないと冬は雪が入って大変だよ｣- 0.参加者は熱っぽく意見を出し合った｡

｢十年たってやっと定

｢今じゃうわさにもな
らないよ｣と'会長の水産加工業藤田責さん

(三八)｡グループホーム｢た
くま崇｣が四月に完成し'四人が園を出て地域で共同萎始めたはか､園

自立させたいと患うでしょう｡地域社会もそれと同じでいいんじゃないですか｣｡
園生の長所を評価｢今まで私たちは､園

生の足りない部分を補う

地域と一体で乗施された｢ういず｣前でのチューリップの球根植え=1 1月1 2日

年｡｢そったらもんがきたら困るべさ｣- ｡誘教の際'そんな声も出た同園が今年､十周年を迎えた｡
四月､町の特産品研究

開発や障害者と地域住民の交流促進を図るクリエーシmソセンターrういず｣が更仕薗の横に完成｡今月十三日には'地区の商工会や虎､漁業､更生園の代表など十人ほどが

菅｢ういすと歩む会｣

が結成された｡｢やっぱり特産品は地元の魚や野

着したと思います｣と大沢園長｡園生が､祭抄や運動会などのイベントに参加したり､商店や飲食

蓋田さんの水産加工

場や地元ホテルで社員やバートとして働き｢自立｣を目指す｡鬼鹿観光ホテ

住民意識変え

経済にも刺激

定着した誘致施設

店に顔を出して地域に蒔け込んでいくA㌢ち､人々

警ずつ彼らを｢特別

扱い｣しなくなっていった｡

ル支配人で'三人の園生　ことばかり目が行っていを雇用している小林売さ　た｡でも鬼髭の人たちは'ん(三もは｢もし自分の子彼らのできるところを評に障害があったらへどん　価し､それ警っ生かすなふうに育てますか94　か毒見ている｡これが

本当のノーマライゼーションではないか｣と大沢園長｡十一月に始まった｢花と禄のまちづくり事業｣や大みそか夜の花火

大会など､鬼辰ではこの十年'住民主体の新しい行事や企画が次々と証生｡住民との共生を目指すノーマライゼーションの機会が着実に増えていった｡

自動車整備工場変富む
メンバーの関次雄さん

(a()は｢人口の増える福
祉施設の誘敦は､過疎の町では企業誘敦みたいなも控と書写｡｢でもね､彼らと心が適意ロって初めて経済活動が生まれ

題祉で町づくり』が実
現できるんじゃないのかな｣｡

加工品を積極開発｢ういざでは当初､
製造パンは二十七種類だったが4荘四十二種類｡十月からはケーキやクッキーも手掛け'園生が栽培した大豆を使ったミソによる小平甚牢肉の(,(ソ潰げやサケなどの加工品開菅目指す｡パン作りを通して地域の婦人や児章と園生らの交流も行われている｡

日本海を望む帯台｢ゆ
う轡っの躯｣に建つ更生園と｢ういず｣は少しずつ'そして確実に､町の産業へ文化'経済の振興に刺激を与えつつある｡

(箪明支局　中元　克冶)


